みなさんが作 (つく)るキャラクター「瀧之 (たきの)助 (すけ)せんせい」とは，どんな人 (ひと)でしょう？　

瀧之 (たきの)助 (すけ)せんせいは，一言 (ひとこと)で言 (い)えば，「青年 (せいねん)の父 (ちち)」と呼 (よ)ばれた人 (ひと)です。
もう少 (すこ)し言 (い)えば，「明治 (めいじ)の時代 (じだい)に，沼隈 (ぬまくま)に生 (う)まれ，当時 (とうじ)の田舎 (いなか)の青年 (せいねん)が，夢 (ゆめ)の無 (な)い無 (む)気 (き)力 (りょく)な生 (せい)活 (かつ)をしていることを心配 (しんぱい)し，なんとか改善 (かいぜん)しなければと，「田舎 (いなか)に住 (す)む青年 (せいねん)も等 (ひと)しく青年 (せいねん)である。地方 (ちほう)にも近代 (きんだい)社会 (しゃかい)に目覚 (めざ)めた青年 (せいねん)がいる。」と，２３歳 (さい)の時 (とき)に，『田舎 (いなか)青年 (せいねん)』という本 (ほん)で世 (よ)の中 (なか)に訴 (うった)え，青年 (せいねん)の活動 (かつどう)を支 (ささ)えるために，生 (しょう)涯 (がい)を捧 (ささ)げた『青 (せい)年 (ねん)の父 (ちち)』とも，『青 (せい)年 (ねん)団 (だん)の生 (う)みの親 (おや)』とも呼 (よ)ばれている郷土 (きょうど)の偉人 (いじん)」です。

瀧之 (たきの)助 (すけ)は，１８７３年（明治６年）１１月１５日，当時 (とうじ)の草深 (くさぶか)村 (むら)奥組 (おくぐみ)の農家 (のうか)に生 (う)まれました。今年 (ことし)でちょうど生誕 (せいたん)１５０周年 (しゅうねん)になります。亡 (な)くなったのは，１９３１年（大正６年）１０月２６日で５７歳 (さい)でした。

１５０年前 (ねんまえ)の日本 (にほん)は，江戸 (えど)という長 (なが)い武 (ぶ)士 (し)の時 (じ)代 (だい)が終 (お)わり，外 (がい)国 (こく)から新 (あたら)しい制 (せい)度 (ど)や文化 (ぶんか)が，一 (いっ)気 (き)に入 (はい)ってきた「明 (めい)治 (じ)維 (い)新 (しん)」という，新 (あたら)しい近 (きん)代 (だい)日 (に)本 (ほん)が始 (はじ)まろうとしていた節目 (ふしめ)の時代 (じだい)でした。

[bookmark: _GoBack]瀧之 (たきの)助 (すけ)は，１８８６年（明治１９年），１３歳 (さい)で千年 (ちとせ)小学校 (しょうがっこう)の前身 (ぜんしん)の，草深 (くさぶか)小学校 (しょうがっこう)を卒業 (そつぎょう)しました。優 (ゆう)秀 (しゅう)で勉 (べん)強 (きょう)が大 (だい)好 (す)きだったので，中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)への進 (しん)学 (がく)を強 (つよ)く (く)希 (き)望 (ぼう)していましたが，家庭 (かてい)の事情 (じじょう)であきらめて，村 (むら)の役場 (やくば)に一 (いち)年 (ねん)余 (あまり)り勤 (つと)めました。
役場 (やくば)勤 (つと)めをしながらも，瀧之 (たきの)助 (すけ)は都会 (とかい)から入 (はい)ってくる新 (しん)聞 (ぶん)，雑誌 (ざっし)などで世 (よ)の中 (なか)の新 (あたら)しい動 (うご)きを知 (し)る度 (たび)に，東京 (とうきょう)に出 (で)たい気 (き)持 (も)ちが，益々 (ますます)強 (つよ)くなってきました。そして役場 (やくば)の仕事 (しごと)をやめることになった時 (とき)，今 (いま)を逃 (のが)したら二 (に)度 (ど)とチャンスが無 (な)くなると思 (おも)い，父親 (ちちおや)に，「どうしても東京 (とうきょう)で勉強 (べんきょう)させてください。」と申 (もう)し出 (で)たのですが，「一人 (ひとり)息子 (むすこ)のお前 (まえ)が東京 (とうきょう)に行 (い)けば，この家 (いえ)はどうなる。」と，父 (ちち)親 (おや)の苦 (くる)しい胸 (むね)の内 (うち)を聞 (き)かされ，親孝行 (おやこうこう)で気持 (きも)ちの優 (やさ)しい瀧之 (たきの)助 (すけ)は，泣 (な)く泣 (な)く東 (とう)京 (きょう)へ行 (い)くことをあきらめました。

そして，この逆境 (ぎゃっきょう)をバネに，瀧之 (たきの)助 (すけ)は沼隈 (ぬまくま)の地 (ち)で学校 (がっこう)の先生 (せんせい)になり，１５冊 (さつ)の著作 (ちょさく)と，３種類 (しゅるい)の雑誌 (ざっし)を発行 (はっこう)しながら，地方 (ちほう)の青年団 (せいねんだん)を全国 (ぜんこく)組織 (そしき)にまでまとめ上 (あ)げ，更 (さら)に晩 (ばん)年 (ねん)にかけては，全国 (ぜんこく)１２０箇所 (かしょ)で巡回 (じゅんかい)講習会 (こうしゅうかい)を実施 (じっし)し，２３歳 (さい)の時 (とき)「田舎 (いなか)青年 (せいねん)」で決意 (けつい)した目的 (もくてき)を生涯 (しょうがい)かけて実現 (じつげん)したのです。

昨年 (さくねん)２０２２年（令和４年）８月には，「福山 (ふくやま)ゆかりの先人 (せんじん)２９人 (にん)」に選 (えら)ばれました。
